




〔目的〕 

 川崎病は全身におよぶ系統的血管炎と考えられ,中でも冠動脈瘤,心血管系合併症が注目

される。川崎病血管炎において,Cyclooxygenase 阻害作用を有する Aspirin が使用され冠

動脈瘤発生予防に有効といわれている。この点について川崎病における prostaglandins

代謝,とりわけ Thromboxane B2 活性の動態について検討した。 


